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秋山支所
●

秋山マス釣場

●

●

●

ゆずりはら青少年自然の里

張所

●巌出張所

出張所 ●大鶴出張所

甲武トンネル

桂川

四方津駅

至八王子

上野原駅

至藤野

●

●秋山温泉

●緑と太陽の丘キャンプ場

島田出張所

コモアしおつ

棡原出張所

●市立病院

至
道
志

市立図書館
●

●

上野原市役所

IC

●上野原市消防署 上野原小学校横の月見ヶ池では、
池の周りに遊歩道が整備され、
散策しながら桜を楽しむことが
できます。

☆桜の見ごろ
ソメイヨシノ（4月上旬）

①八重山ハイキング
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春のおすすめ　観光スポット

上野原中学校前登山口から八重山山頂、能岳山頂を経て向風地区
西沢泉橋先に下山するコースは約2時間半、そこから上野原中学
校前の駐車場まで戻って約3時間です。
また、上野原中学校前から秋葉山、根本山を経て明誠高校入口に
至る上野原遊歩道はおおよそ1時間で歩けます。

☆桜の見ごろ　ソメイヨシノ・ヤマザクラ（4月上旬）

上野原市内には、四季を楽しむ観光スポットがたくさんありま
す。今月号は市内にある、春におすすめのハイキングコースや、
桜や花桃の名所などの観光スポットをご紹介します。
ご紹介する観光スポットの他にも、いろいろな見所があります

ので、この春、隠れた名所の発見に出かけてみてはいかがですか。
※八重山と坪山のパンフレットは、市役所玄関横の情報スペース

に用意してありますので、ご活用ください。

②月見ヶ池の桜

③島田地区新田河川敷の桜
上野原駅南口の桂川河川敷沿いに咲く
桜は、桂川橋をはさんで両側に広がり、
花の咲くころには桜のトンネルが出現
します。

☆桜の見ごろ　ソメイヨシノ（4月上旬）

④秋山マス釣場の桜
川岸に咲く桜が見事です。また、家
族やグループで釣りやバーベキュー
を楽しむことができます。

☆桜の見ごろ　ソメイヨシノ（4月上旬）

①

②

③

④

⑧

山頂付近にある鐘中間点付近の解説板八重山からの眺め



雛鶴峠
新
雛
鶴
ト
ン
ネ
ル

●西原出張所

●

ゆ

羽置の里びりゅう館●

●大目出張

●甲東出

鶴川

至甲府

至大月

大野貯水池

至小菅

中央自動車道
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⑤坪山ハイキング

⑦大野貯水池の桜

坪山登山口最寄の八ツ田バス停から坪山山頂まで
約2時間。そこからびりゅう館まで約2時間計4時
間のコースです。
中腹から山頂にかけて、ヒカゲツツジやイワウチ
ワの群生がすばらしく、この時期は多くの観光客
が訪れます。

☆花の見ごろ
ヒカゲツツジ・イワウチワ（4月上旬〜5月上旬）
イワカガミ・ミツバツツジ（4月中旬〜5月中旬）

大野貯水池は言わずと知れた桜の名所であり、
4月4日には桜フェスティバルが開催され、多
くの人で賑わいます。

☆桜の見ごろ　ソメイヨシノ（4月上旬）

主要地方道大月上野原線の途中、大目地区新田下
では白やピンクの花桃が咲きます。花の咲くころ
には通行客の目を楽しませるだけでなく、多くの
カメラマンが写真を撮りに訪れます。

☆花の見ごろ（4月上旬〜下旬）

⑥大目地区新田下のポケットパークの花桃

山
梨
県
で
は
民
間
団
体
と
連
携

し
、
4
月
か
ら
6
月
ま
で
「
花
と

名
水
美
し
色
の
山
梨
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
22
年
か
ら
24
年
に

か
け
て
、
山
梨
県
や
大
月
市
、
JR

と
協
働
し
て
「
県
東
部
JR
8
駅
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
推
進
事
業
」
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
上
野
原

駅
か
ら
笹
子
駅
間
の
8
駅
付
近
に

あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
県
内

外
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
多
く
の

ハ
イ
キ
ン
グ
客
を
呼
び
込
も
う
と

す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に

よ
り
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
観
光
客
を
見
か
け
た
ら
、

明
る
く
笑
顔
で
ご
あ
い
さ
つ
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
商
工
観

光
担
当（
蕁
62
︱

3
1
1
9
）

⑧八ツ沢発電所の桜
巌地区八ツ沢では、4月10日（土）に蚕種石神社の火
祭りが行われます。蚕種石神社近くの八ツ沢発電
所では、この時期桜が見ごろを迎えます。

☆桜の見ごろ　ソメイヨシノ（4月上旬）

⑤

⑥

⑦

イワウチワ ヒカゲツツジ

山
頂
で
ひ
と
休
み

▲



郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
ご

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
か
、
駅
周
辺
整
備

推
進
課
へ
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
電
話
や
口
頭
で
の
ご
意
見
は
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
。

《
提
出
先
》

〒
4
0
9

│

0
1
9
2

上
野
原
市
上
野
原
3
8
3
2

上
野
原
市
役
所
駅
周
辺
整
備
推
進
課
宛

フ
ァ
ッ
ク
ス
蕭
62
│

1
0
8
6

電
子
メ
ー
ル

ekishuhen@
city.uenohara.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ

駅
周
辺
整
備
推
進
課（
蕁

62
︱

3
1
1
1
内
線
8
0
5
）

ご
意
見
提
出
の
留
意
事
項
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①
ご
意
見
等
の
提
出
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
よ
び
市
役
所
駅
周
辺
整
備
推
進
課
、
秋

山
支
所
、
各
出
張
所
に
用
意
し
て
あ
る

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
･

コ
メ
ン
ト
意
見
等
提
出

用
紙
」
の
様
式
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
他
の
様
式
で
提
出
さ
れ
る
場
合
は
、
提
出

さ
れ
る
方
の
住
所
･

氏
名
（
法
人
に
あ
っ

て
は
名
称
お
よ
び
所
在
地
）、
電
話
番
号
、

連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ご
意
見
は
日
本
語
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
他
の
言
語
で
提
出
す
る
場
合
は
、
日

本
語
訳
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

④
ご
意
見
等
の
提
出
の
際
に
記
入
さ
れ
た
住

所
･

氏
名
等
の
個
人
に
関
す
る
情
報
は
公

開
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
他
の
目
的
で
使
用

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
内
容

ご
と
に
整
理
し
た
う
え
で
、
市
の
考
え
方

と
と
も
に
公
表
し
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や
来
訪
者
が
魅
力
を
感
じ
る

市
の
玄
関
口
を
整
備
す
る
た
め
、
JR
上
野
原
駅
周
辺
地
区
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
や
、
市
・
市
議
会
議
員
・

識
見
を
有
す
る
者
・
行
政
機
関
・
公
共
交
通
事
業
者
・
地
元

関
係
者
・
各
種
団
体
代
表
お
よ
び
一
般
公
募
の
方
で
構
成
す

る
「
上
野
原
駅
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
」
で
協
議
を
重
ね
、

上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
構
想（
素
案
）を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。こ

の
上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
構
想（
素
案
）に
つ
い
て
、

上
野
原
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
実
施
要
綱
に
基
づ

き
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
趣
旨

こ
の
構
想
は
、
地
元
住
民
お
よ
び
上

野
原
駅
利
用
者
を
は
じ
め
、
市
民
の

み
な
さ
ん
や
来
訪
者
等
が
、
魅
力
を

感
じ
る
市
の
玄
関
口
を
創
出
す
る
た

め
に
、
上
野
原
駅
周
辺
整
備
の
指
針

と
し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
募
集
期
間

4
月
12
日（
月
）〜
30
日（
金
）

◆
公
表
資
料
の
閲
覧
場
所

上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
構
想（
素

案
）は
次
の
場
所
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◎
駅
周
辺
整
備
推
進
課

◎
秋
山
支
所

◎
各
出
張
所

パ
ブ
リ
ッ
ク
･
コ
メ
ン
ト
制
度

パ
ブ
リ
ッ
ク
･
コ
メ
ン
ト
制
度

と
は
、
市
の
基
本
的
な
計
画
や
施

策
な
ど
を
策
定
す
る
過
程
に
お
い

て
公
表
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
市

は
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参

考
に
し
な
が
ら
施
策
等
を
策
定
し

て
い
く
制
度
で
す
。

上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
構
想
策
定
に
あ
た
り

上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
構
想
策
定
に
あ
た
り

上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
構
想
策
定
に
あ
た
り

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

ご
意
見
の
提
出
方
法



平
成
22
・
23
年
度
山
梨
県
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

均等割額
38,710円

所得割額
（所得−33万円）×7.28％
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
　
　
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
保
険
料
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
　
　
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
保
険
料
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
　
　
保
険
料
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
は
、
75

歳
以
上（
一
定
の
障
害
の
あ
る
65
歳
以
上
）

の
み
な
さ
ん
の
医
療
費（
お
お
む
ね
2

年
間
）

が
ま
か
な
え
る
よ
う
、
都
道
府
県
広
域
連
合

ご
と
に
定
め
ら
れ
た
保
険
料
率
を
も
と
に
、

負
担
能
力
に
応
じ
て
公
平
に
負
担
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
改
定

は
2

年
に
一
度
行
わ
れ

ま
す
が
、
平
成
22
・
23

年
度
は
現
行
の
保
険
料

率
に
据
え
置
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

医
療
費
が
増
大
し
て

い
く
な
か
、
後
期
高
齢
者
制
度
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
保
険
料
が
大
切
な
財
源
と
な
り
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
所
得
の
低
い
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
、
平

成
22
年
度
も
引
き
続
き
均
等
割
の
8.5
割
軽

減
措
置
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

②
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
が

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
る
場
合
は
、

平
成
22
年
度
も
引
き
続
き
均
等
割
額
の
9

割
軽
減
措
置
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合（
蕁

0
5
5

︱

2
3
6

︱

5
6
7
1
）

税
務
課
課
税
担
当（
蕁
62
︱

3
1
1
3

）

国
民
年
金
に
加
入
の
学
生
に
は
、
保
険
料

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が

あ
り
ま
す
。

■
対
象
者

本
人
の
前
年
所
得
が
1
1
8

万
円
以
下

で
、
対
象
と
な
る
学
校
に
在
籍
し
て
い
る

こ
と

■
平
成
21
年
度
に
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ

れ
た
方

平
成
21
年
度
に
学
生
納
付
特
例
申
請
書
を

提
出
し
、
2

月
中
旬
ま
で
に
承
認
さ
れ
た

方
で
、
平
成
22
年
度
以
降
も
引
き
続
き
在

学
予
定
の
方
に
は
、
4

月
初
旬
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
申
請
書（
は
が
き
形
式
）が
送

付
さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
学
生
納
付
特
例

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

■
平
成
21
年
度
分
の
申
請
期
限

平
成
21
年
度
分
の
学
生
納
付
特
例
の
申
請

は
、
4

月
ま
で
で
す
。
ま
だ
申
請
し
て
い

な
い
方
は
、
急
い
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

■
平
成
22
年
度
分
の
受
け
付
け

平
成
22
年
度
分
の
申
請
は
、
4

月
か
ら
受

付
開
始
と
な
り
ま
す
。
早
め
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
平
成
22
年
度
中
に
20
歳
に
な
る
学
生

平
成
22
年
度
中
に
20
歳
に
な
る
学
生
で
学

生
納
付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
誕
生

月（
1

日
生
ま
れ
の
方
は
前
月
）に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
・
学
生
証
・
年
金
手
帳
お
よ
び
、
前

年
度
に
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
源
泉
徴
収

票
の
写
し
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

・
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所（
蕁
22
︱

3
8
1
1
）

・
市
民
課
国
保
年
金
担
当（
蕁
62
︱

3
1
1
2

）

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料

　
学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
お
早
め
に

　
学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
お
早
め
に

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料

　
学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
お
早
め
に

　
学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
お
早
め
に

国
民
年
金
保
険
料

　
学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
お
早
め
に

◆山梨県の後期高齢者医療制度の保険料率◆

平成22〜23年度
（現行の保険料率に据え置き）

保
険
料
の
軽
減
措
置
が
延
長
さ
れ
ま
す

＋
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狂
犬
病
の
予
防
注
射

平
成
22
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
。
生
後
91
日
以
上
の
犬
を

飼
育
し
て
い
る
方
は
、
最
寄
り
の
会
場
で
注

射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
集
合
注
射
は
年
1

回
の
た
め
、
集
合
注
射
期
間
以
後
90
日
に
な

る
犬
、
お
産
そ
の
他
の
事
情
で
注
射
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
犬
は
、
随
時
、
獣
医
師
の
と

こ
ろ
で
直
接
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、
毎
年
6
月
30
日

ま
で
に
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
犬
の
飼
い
主
は
法
律
に
基
づ
き
、
登
録
と

注
射
を
受
け
た
犬
に
、
鑑
札
と
注
射
済
票

を
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

集
合
注
射
時
の
注
意
事
項

・
予
防
注
射
時
の
事
故
防
止
の
た
め
、「
食

欲
の
な
い
犬
」「
妊
娠
末
期
の
犬
」「
病
気

中
の
犬
」
の
場
合
は
、
集
合
注
射
時
に
担

当
獣
医
師
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

・
当
日
は
各
会
場
と
も
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
丈
夫
な
鎖
か
綱
で
犬
を
つ
な
ぎ
、
注

射
の
際
、
犬
を
し
っ
か
り
お
さ
え
ら
れ
る

方
が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

・
は
が
き
に
よ
る
通
知
が
届
い
て
い
る
方

は
、
当
日
受
付
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

集
合
注
射
料
金

注
射
料
金
は
3
4
0
0

円
で
す
。
釣
銭
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
22
年
4

月
1

日
現
在
で
犬

の
登
録
を
し
て
い
な
い
飼
い
主
の
方
は
、
注

射
料
金
に
登
録
料
3
0
0
0

円
が
加
算
さ
れ

ま
す
。（
次
頁
参
照
）

※
動
物
病
院
で
の
注
射
料
金
は
集
合
注
射
料

金
と
異
な
り
ま
す
。

《
参
考
》

・
犬
の
鑑
札
再
交
付
手
数
料

1
6
0
0

円

・
注
射
済
票
再
交
付
手
数
料

3
4
0

円

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生
活
環
境
担
当（
蕁
62
│

3
1

1
4

）

4月6日（火）　■棡原・西原地区4月7日（水）　■秋山地区

受 付 時 間

午前  9時00分〜 9時15分
午前  9時20分〜 9時30分
午前  9時35分〜 9時45分
午前  9時50分〜10時00分
午前10時05分〜10時25分
午前10時30分〜10時45分
午前10時50分〜11時05分
午前11時10分〜11時20分
午前11時25分〜11時40分
午後  1時00分〜 1時15分
午後  1時20分〜 1時25分
午後  1時30分〜 1時45分
午後  1時50分〜 2時05分
午後  2時10分〜 2時25分
午後  2時30分〜 2時45分
午後  2時50分〜 3時10分
午後  3時20分〜 3時30分
午後  3時40分〜 3時50分
午後  4時00分〜 4時10分

受 付 時 間

午前  9時00分〜 9時10分
午前  9時20分〜 9時30分
午前  9時50分〜10時00分
午前10時10分〜10時20分
午前10時40分〜10時50分
午前11時00分〜11時10分
午前11時20分〜11時30分
午前11時40分〜11時50分
午後  1時00分〜 1時10分
午後  1時20分〜 1時30分
午後  1時40分〜 1時50分
午後  2時00分〜 2時10分
午後  2時20分〜 2時30分
午後  2時50分〜 3時00分
午後  3時10分〜 3時20分

飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

を
お
忘
れ
な
く

狂
犬
病
の
予
防
注
射

狂
犬
病
の
予
防
注
射

狂
犬
病
の
予
防
注
射

会　　場（敬称略）

無生野停留所
浜沢停留所
原停留所
尾崎停留所
寺下停留所
板崎停留所
アズマ商事下
大地停留所
秋山中央給油所横
市役所秋山支所
秋山中学校西側
神野停留所
小和田停留所
古福志停留所
大黒屋東
三好屋商店横
安寺沢　佐藤昭治宅前
一古沢停留所
金山　有賀信祐宅前

会　　場（敬称略）

旧尾続分校前
用竹　石井和夫宅前
初戸　長田助成宅前
腰掛集会所前
飯尾区民会館前
原地区集会所前
市役所西原出張所駐車場
田和　橋本土建前
旧六藤分校前
藤尾　蔵春院前
日寄橋横
消防署棡原出張所前
大垣外　網野治行宅前
旧日原バス停前
旧棡原支所入口
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■ 集 合 注 射 料 金 等◎
狂
犬
病
と
は

狂
犬
病
は
、
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
を
原

因
と
す
る
動
物
由
来
感
染
症
で
す
。

狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
す
る
犬
、

猫
お
よ
び
コ
ウ
モ
リ
を
含
む
野
生
動
物

（
哺
乳
類
）に
咬
ま
れ
る
等
に
よ
り
、
感

染
し
ま
す
。

発
症
す
る
と
ほ
ぼ

100
％
死
亡
し
ま
す

が
、
狂
犬
病
の
犬
に
咬
ま
れ
た
後
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
発
病
を
予
防
で
き

ま
す（
感
染
予
防
可
能
）。

注 射 料

注 射 済 票

合 計

新規登録をする方
は新規登録料

550円

2,850円

3,400円

3,000円

受 付 時 間

午前  9時00分〜 9時20分
午前  9時25分〜 9時45分
午前  9時50分〜10時10分
午前10時20分〜10時50分
午前11時00分〜11時20分
午前11時30分〜11時50分
午後  1時10分〜 1時15分
午後  1時30分〜 1時50分
午後  2時10分〜 2時15分
午後  2時30分〜 2時40分
午後  2時50分〜 2時55分
午後  3時00分〜 3時05分
午後  3時20分〜 3時30分

4月8日（木）　■上野原・大目地区

受 付 時 間

午前  9時10分〜 9時20分
午前  9時40分〜 9時50分
午前10時00分〜10時10分
午前10時30分〜10時40分
午前11時00分〜11時10分
午前11時20分〜11時30分
午後  1時20分〜 1時40分
午後  1時50分〜 2時00分
午後  2時10分〜 2時20分
午後  2時30分〜 2時40分
午後  3時00分〜 4時00分

4月13日（火）　■大鶴・上野原・巌地区

4月9日（金）　■棡原・上野原・甲東地区

受 付 時 間

午前  9時00分〜 9時10分
午前  9時20分〜 9時30分
午前  9時40分〜 9時50分
午前10時00分〜10時10分
午前10時20分〜10時30分
午前10時40分〜10時50分
午前11時10分〜11時40分
午後  1時10分〜 1時20分
午後  1時40分〜 1時50分
午後  2時10分〜 2時20分
午後  2時30分〜 2時40分
午後  2時50分〜 3時00分
午後  3時10分〜 3時15分
午後  3時30分〜 3時35分
午後  3時50分〜 4時00分

4月15日（木）　■島田・巌地区

受 付 時 間

午前  9時00分〜 9時10分
午前  9時20分〜 9時30分
午前  9時40分〜10時00分
午前10時10分〜10時15分
午前10時25分〜10時40分
午前10時50分〜11時00分
午前11時10分〜11時20分
午前11時30分〜11時40分
午後  1時10分〜 1時25分
午後  1時40分〜 1時45分
午後  1時55分〜 2時05分
午後  2時20分〜 2時30分
午後  2時40分〜 3時00分
午後  3時15分〜 4時00分

※動物病院での注射料金は上記と異な
ります。

会　　場（敬称略）

牛倉神社（新一）
牛倉神社（新二）
牛倉神社（新三）
渡邉パチンコ店前
原自治会館前
市役所（東側）
日向　中村主税宅前
市役所大目出張所前
大目分団第5部消防庫前
日留野　米山正利宅前
大田バス停前
大沢　上條恭一宅前
犬目消防庫前

会　　場（敬称略）

椿集会所前
小伏　白鳥太一宅前
黒田　廳田正博宅前
井戸　石井敏正宅前
先祖・丸畑集会所前
奈須部公民館前
諏訪神社
野田尻　落合昭宅前
矢坪橋横
棚頭　中村一匡宅前
市役所甲東出張所前
東区消防庫前
瀬渕　市川好子宅前
和見消防庫前
芦垣　守屋利行宅前

会　　場（敬称略）

鶴川　志村雅士宅前
大倉　山王神社前
大曽根消防庫向かい側
大椚集会所
日野　市川正末宅前
上野山　志村喜好宅前
新井　江戸銀前駐車場
山風呂　長田一雄宅入口
八米公民館前
新田倉　梶原工務店前
コモアしおつ石の公園

会　　場（敬称略）

田野入　大房商店横
鶴島　神明社前
鶴島　河内春雄宅前
駒門　薬師堂前
新田水防会館前
上新田消防庫前
松留つどいの家前
八ツ沢老人センター前
ＪＡクレイン巌支店前
杖突　水越埃宅前
久保　小俣清一郎宅前
川合会館前
ＪＲ四方津駅前
コモアしおつ風の公園
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1

2
月
25
日（
木
）に
開
催
し
た
ふ

れ
愛
ト
ー
ク
に
は
、「
学
校
の
統

廃
合
に
関
す
る
事
項
」、「
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助

成
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導

入
」、「
核
兵
器
廃
絶
の
平
和
都
市

の
推
進
に
つ
い
て
」
な
ど
、
計
3

組
13
名
の
方
が
江
口
市
長
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

《
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
》

子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
ワ
ク

チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
上
野
原
市
で

も
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
を
し
て

ほ
し
い
。

市
長

市
で
は
子
宮
頸
が
ん
検

診
を
行
っ
て
い
る
。
が
ん
検
診
は

死
亡
率
を
減
ら
す
こ
と
が
一
番
の

目
的
だ
が
、
特
に
胃
が
ん
・
大
腸

が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
の

4
つ
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

よ
り
死
亡
率
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は

外
国
に
比
べ
検
診
率
が
と
て
も
低

く
、
ま
ず
は
検
診
率
を
上
げ
る
な

ど
の
取
り
組
み
を
し
て
い
く
こ
と

も
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て
は
「
ヒ

ト
・
パ
ピ
ロ
ー
マ
・
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）」
に
感
染
す
る
こ
と
が

原
因
だ
と
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
の

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
も

開
発
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
外

国
で
効
果
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
日
本
で
も
心
配
が
な
い
か
と

い
う
と
、
そ
う
で
な
い
事
例
が
過

去
に
も
あ
る
の
で
、
実
際
に
統
計

的
な
数
値
が
出
て
、
検
証
さ
れ
て

く
れ
ば
市
と
し
て
も
助
成
等
の
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

4
月
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

4
月
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
は
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

4
月
27
日（
火
）午
前
9

時
〜
11
時

●
場
所

市
長
室

●
方
法

お
一
人
ま
た
は
一
組

（
5

人
程
度
）を
対
象
と
し
て
、

対
話
時
間
は
お
お
む
ね
20
分
と

し
ま
す
。
予
約
制
で
す
の
で
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画

課
政
策
推
進
担
当（
蕁
62
︱

3
1

1
8
・
蕭
62
︱

5
3
3
3
）

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

今
月
号
か
ら
「
市
長
室
だ
よ
り
」

の
コ
ラ
ム
を
設
け
、
市
役
所
で
の

出
来
事
や
、
私
の
思
っ
た
こ
と
や

感
じ
た
こ
と
を
掲
載
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

市
長
就
任
か
ら
1
年
を

振
り
返
っ
て

平
成
21
年
3
月
20
日
に
市
長
に

就
任
し
1
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
1
年
間
を
振

り
返
る
と
、
市
長

と
い
う
職
は
予
想

し
て
い
た
以
上
に

い
ろ
い
ろ
な
仕
事

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の

ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
市
民
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
切
実
な
、

そ
し
て
強
い
思
い
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

新
た
な
課
題
も
多
く
、
責
任
の

重
い
部
分
も
多
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
少
し
で
も
み
な
さ
ん
の
期
待

に
応
え
る
べ
く
全
力
で
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
不
十
分

な
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
こ
の
広
報
が
お
手
元
に

届
く
こ
ろ
に
は
、
す
で
に
議
会
も

閉
会
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、

平
成
22
年
第
1
回
定
例
会
が
開
か

れ
、
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
定
例
会
の
議
案
に
は
、
市

長
就
任
後
、
実
質
的
に
初
め
て
の

編
成
と
な
る
平
成
22
年
度
当
初
予

算
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
の
目
線
に
立
っ
た
医

療
・
福
祉
・
教
育
の
充
実
を
目
指

し
て
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

長 室
だ
よ
り

アマチュア無線の利用と

無線愛好者の募集

市

市では、山谷の多い上野原市の地形から、災害発生
時等の情報伝達・収集の手段としてアマチュア無線を
利用できるように、市役所本庁舎内にアマチュア無線
設備を設置しました。

災害時など市役所職員が市内のアマチュア無線クラ
ブや愛好者と情報の伝達・収集をできるように準備を
進めています。
《無線愛好者を募集します》

市では、この趣旨に賛同していただける無線愛好者
を募集しています。
●対象者

市内に在住または就労等していて、アマチュア無線
（144ＭＨz／430ＭＨz波）が利用できる方

●申込み・問い合わせ
総務課行政防災担当（蕁62−3117）

上野原市職員アマチュア無線クラブ
コールサイン　ＪＱ1　ＺＢＨ
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診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

両角・角田

進藤・前田

非常勤小児科医交替

長坂

高橋

高橋

柴垣

鶴野

間渕

桜井

※2

※3

櫻林

新しい社会のために、
できることからはじめよう

平成の市町村大合併により旧上野原町と旧秋山村が合
併してから5年が経ちました。「夢と希望あふれる快適発
信都市」をテーマに住民サービス向上をめざして新しい
上野原市はスタートしました。しかし、全国的な少子高
齢化や核家族化の進行は上野原市も例外ではなく、世帯
数の減少はわずかでも、人口は大幅に減少の一途をたど
っています。特に地方の山間部にその傾向が著しいと思
われます。

合併時の推定では、今年の人口は2万9322人でしたが、
実際は2月1日現在2万7074人です。予想をはるかに超え
る数値で人口減少が進んでいます。

新市将来構想では合併10年後の目標人口は3万人です。
新市建設計画の実現をめざし、活力のある街づくりが求
められています。人口減少に歯止めをかけ、明るい社会
をつくることは、「人権尊重と真の男女平等という理念
に立って、男女がお互いを尊重し、性別に関係なくその
個性と能力を十分に発揮することができる」という男女

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.44

共同参画社会の達成と重なっています。
男女共同参画社会基本法がつくられ、全体的にいえば

女性の地位が向上しているとは言え、女性が働きながら
安心して子どもを産み育てる環境には厳しいものがあり
ます。百年に一度という不況は男性の家事・育児に参加
する時間を奪っています。さらに非正規労働者が増え、
女性に限れば半数以上が非正規労働者です。

少子高齢化社会がさらに進めば、日本の社会の存立さ
え危うくなる状態です。競争主義から協働へ、大都市中
心から地方尊重へ、会社中心から生活重視へ、今だけで
はなく次の世代も考慮に入れて、という価値の転換が必
要ではないでしょうか。

老若男女、誰もが必要とされる新しい共生社会をつく
るには、一人ひとりが自覚的に社会のしくみをつくりか
える大きな仕事に取り組むことが必要です。それでも上
野原スマイルプランのメインスローガン「新しい未来へ、
できることからはじめよう」とあるように、身近なとこ
ろから新しい社会の一歩をはじめてみませんか。

今の生活を見直しながら、活力あるまちづくりのため
に、一人ひとりの小さな声をつなげ合うことが、上野原
の将来をつくります。

（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62−3117）

金曜日

両角・岡本

村田・未定

小林

長坂

細川

細川

川村

井山・須田

初鹿

北村

非常勤内科医交替

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前/午後

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

《上野原市立病院　4月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62−5121）

火曜日

櫻林・村田

石井・津久井大

赤羽

長坂

吉田

吉田

前田

水曜日

両角・津久井大

二階堂・反頭

中根

長坂

吉田

吉田

戸島・須田

館野

宮田

長尾

前田

木曜日

津久井由・瀧山

津久井大・村田

小泉

喜瀬（予約第1週）

※1

高橋

平良（予約）

高橋

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1　脳神経外科の木曜日は、非常勤脳外科医が交替で診療を行います。
※2　西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※3　秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が津久井大医師、第2・4週が村田医師が診療を行います。
※表は3月25日現在の予定です。診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。
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資
源
ご
み（
紙
類
）の
分
別
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
紙
類
を
段
ボ
ー
ル
・

新
聞
紙
・
雑
誌（
そ
の
他
の
物
）・

紙
パ
ッ
ク
の
4

品
目
に
分
別
し
、

品
目
ご
と
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い

ま
す
。

資
源
ご
み
の
引
取
業
者
か
ら
、

「
新
聞
紙
の
中
に
雑
誌
や
書
籍
な

ど
が
多
く
混
入
さ
れ
て
い
た
」、

「
生
ご
み
が
入
っ
て
い
た
」
と
い

っ
た
指
摘
が
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
手
選
別
に
よ
る
中
間
処
理
経

費
の
増
加
や
引
き
取
り
拒
否
に
つ

な
が
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

資
源
ご
み（
紙
類
）を
出
す
際
に
は
、

品
目
ご
と
の
分
別
を
徹
底
し
て
い

た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
資
源
ご
み
を
出
す
際
の
注
意
点

①
地
区
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
資
源

ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
雨
天
の
場
合
は
濡
れ
な
い

よ
う
な
方
法
を
講
じ
て
く
だ
さ

い
。）

②
チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
コ

ピ
ー
用
紙
等
は
、
別
々
に
束
ね

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
油
紙
・
カ
ー
ボ
ン
紙
・
窓
付
き

封
筒
・
感
熱
紙
・
フ
ィ
ル
ム
等

は
、
燃
え
る
ご
み
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

④
絶
対
に
異
物（
燃
え
る
ご
み
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
）を
混
入
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
事
業
系
・
請
負
業
務
の
ご
み
に

つ
い
て

事
業
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
会

社
・
商
店
・
工
場
等
の
ご
み
は
、

事
業
系
一
般
廃
棄
物（
家
庭
ご
み

に
順
ず
る
紙
く
ず
等
）と
産
業
廃

棄
物
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

『
事
業
所
自
ら
の
責
務
に
よ
り
適

正
に
処
理
す
る
こ
と
』
と
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

事
業
系
一
般
廃
棄
物
は
収
集
の

対
象
外
で
す
が
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
持
ち
込
ん
だ
場
合
は
有
料

で
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
10
㎏
あ
た
り
60
円

・
粗
大
ご
み
は
10
㎏
あ
た
り
360
円

ま
た
、
住
居
の
水
周
り
等
の
改

修
や
植
木
の
せ
ん
定
な
ど
の
請
負

業
務
も
、
事
業
活
動
に
相
当
し
ま

す
の
で
有
料
処
分
と
な
り
ま
す
。

※
産
業
廃
棄
物（
汚
泥
・
廃
油
・

が
れ
き
類
・
建
築
廃
材
等
）は

持
ち
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
22
年
度
の
介
護
保
険
料

の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
料
は
、
介
護
保
険
法

の
規
定
に
よ
り
3

年
に
一
度
見
直

さ
れ
、
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23

年
度
ま
で
の
保
険
料
が
改
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
の
保
険

料
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
納
付
方
法

・
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引

き
に
よ
る
納
付
）

・
普
通
徴
収（
金
融
機
関
窓
口
等

で
納
付
書
に
て
納
付
）

※
普
通
徴
収
の
方
は
7

月
、
特
別

徴
収
の
方
は
8

月
に
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担

当（
蕁
62
│

3
1
1
3

）、
長
寿

健
康
課
高
齢
者
介
護
担
当（
蕁

62
│

4
1
3
3

）

■
各
種
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

市
で
は
、
ご
み
処
理
に
対
す
る

啓
蒙
と
減
量
化
お
よ
び
資
源
化
を

目
的
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
交
付
要
件
や
提

出
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
生
ご
み
処
理
容
器

設
置
費
補
助
金
》

●
補
助
金
額

次
の
額
を
上
限

に
、
設
置
費（
消
費
税
額
を
除

く
）の
2

分
の
1

の
額
を
交
付

し
ま
す
。

・
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
　
5

千
円

・
電
動
生
ご
み
処
理
機
　
2

万
円

《
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

設
置
費
補
助
金
》

●
補
助
金
額

2
万
円
を
上
限

に
、
設
置
費（
消
費
税
額
を
除

く
）の
2

分
の
1

の
額
を
交
付

し
ま
す
。

《
集
団
資
源
ご
み
回
収
奨
励
金
》

●
補
助
金
額

・
紙
類

1
㎏
あ
た
り
3

円

・
ビ
ー
ル
ビ
ン

1
本
あ
た
り
3

円
・
雑
ビ
ン（
一
升
瓶
等
）

1
㎏
あ

た
り
5

円

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

1
㎏
あ
た
り

50
円

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
蕁
63
│

5
3
5
3

）

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市町

村民税非課税の方
・世帯全員が市町村民税非課税の方で、前

年の合計所得金額と課税年金収入額の合
計が80万円以下の方

・世帯全員が市町村民税非課税の方で、第
2段階に該当しない方

・世帯の誰かに市町村民税が課税されてい
るが、本人は市町村民税非課税の方
第4段階該当者で、（本人の公的年金等収
入金額＋合計所得金額）≦80万円/年の方

・本人が市町村民税課税で、前年の合計所
得金額が200万円未満の方

・本人が市町村民税課税で、前年の合計所
得金額が200万円から300万円未満の方

・本人が市町村民税課税で、前年の合計所
得金額が300万円以上の方

22,600円

22,600円

34,000円

45,300円

43,100円

56,700円

68,000円

79,300円

保険料

■平成22年度　介護保険料段階別保険料一覧（年額）



実施日
5月11日（火）
5月12日（水）
6月  1日（火）

対　　　　象
1 回 目 を 接 種 す る 人
2 回 目 を 接 種 す る 人
1回目・2回目どちらでも

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 大月市：武者医院・大月市立中央病院

都留市：磯部医院・都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当に

お問い合わせください。（山梨県内のみ。）
◎申 込 み 受診希望日前に長寿健康課保健担当

へお申込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★春期小児まひ（ポリオ）予防接種

◎対 象 児 接種日に3か月〜7歳5か月の乳幼児
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
◎受付時間 午後1：15〜1：40
◎持 ち 物 母子健康手帳、予診票、筆記用具、

体温計
※きょうだいで接種する回数が異なるお子さんが

いる場合に限り、同日に接種できます。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気

になる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大
変」、「お友だちと上手に遊べない」などの悩みご
との相談を行っています。
◎日　　時 4月19日（月）午後1時〜4時
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住の0歳〜就学前までのお子さ

んと保護者。
※予約制ですので、事前に保健担当へ電話でお申

込みください。

★新型インフルエンザワクチン接種費用助成
1.生活保護受給者および市民税非課税世帯の方

平成22年3月31日接種分までとなっていましたが、4
月以降も助成を行います。

2.小学校6年生までの小児
平成22年3月31日接種分までが助成対象となります。
助成には申請書と添付書類の提出が必要です。
◎上記2の申請受付期限 4月23日（金）まで

★集団検診のお知らせ
平成22年度の集団検診が、5月から始まります。
検診内容、申込み等の詳細は今月号の広報に折

り込まれている「平成22年度保健事業のご案内」
をご覧いただき、忘れずにお申込みください。
◎申込期間 4月1日（木）〜9日（金）

11 広報うえのはら　平成22年4月号　　　　　

上 野 原 市 役 所 （ 電 話 ： 6 2 - 3 1 1 1 ）

44 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

申込み・問い合わせ

055− 263− 7071

0120− 28− 5592

042− 644− 3721

実施機関

クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理

センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

送迎

一部あり

一部あり

なし

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日を除く）

午前9：00〜11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等のご都合のつかない方は、保健担当へお

問い合わせください。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入者

75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健­­診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み お早めに各実施機関に直接お申込み
ください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち

物など、詳細は各施設へお問い合わせください。

★乳幼児健診（4/1〜5/10までの予定）

◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。

3〜4か月児

9〜10か月児

1歳6か月児

3　歳　児

2　歳　 ­児

歯 科 健 診

幼 児

歯 科 検 診

該当児

平成21年12月16日〜
平成22年1月22日生

平成21年5月16日〜6月生
平成20年9月〜10月15日生
平成18年11月16日〜12月生
平成20年1月〜2月15日生
平成20年2月16日〜3月生
平成20年9月〜11月生
平成19年1月〜3月生

実施日

5月  7日（金）

4月  7日（水）
4月20日（火）
4月27日（火）
4月14日
（水）

4月14日
（水）

午前
午後
午前
午後



※
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

4
月
7
日（
水
）、
14
日

（
水
）、
21
日（
水
）、
28
日（
水
）、

5
月
6

日（
木
）午
前
9

時
〜
正

午
●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2

階
会

議
室
2

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
内
に
お
い
て

「
お
も
ち
ゃ
病
院（
午
前
11
時
〜

正
午
）」
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
︱

3
1
1
5

）

応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

市
消
防
本
部
で
は
、
応
急
手
当

講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

4
月
24
日（
土
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
0

時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
締
切

4
月
19
日（
月
）

※
再
受
講
の
方
は
申
込
み
の
際
、

以
前
に
受
講
し
た
普
通
救
命
講

習
修
了
証
の
交
付
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
5
月
以
降
の
講
習
日（
予
定
）

5
月
29
日（
土
）、
6

月
26
日

（
土
）、
7

月
24
日（
土
）

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
警

防
救
急
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
1

）

ダ
ム
流
芥
チ
ッ
プ
を

無
料
配
布
し
ま
す

相
模
ダ
ム
管
理
所
で
は
、
毎
年

ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
ダ
ム

か
ら
引
揚
げ
た
流
木
や
落
ち
葉
な

ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
チ
ッ
プ
を
2

種

類
作
製
し
て
、
今
年
も
無
料
で
配

布
し
ま
す
。
チ
ッ
プ
を
ご
希
望
の

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
粗
い
チ
ッ
プ

庭
や
遊
歩
道
に

敷
い
て
、
雑
草
の
発
生
や
ぬ
か

る
み
防
止
、
自
然
な
雰
囲
気
の

演
出
、
歩
く
と
き
の
ク
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

・
細
か
い
チ
ッ
プ

堆
肥
を
つ
く

る
た
め
の
材
料
と
し
て
、
園
芸

や
家
庭
菜
園
な
ど
で
利
用
で
き

ま
す
。

消
費
生
活
無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

市
で
は
、
平
成
22
年
度
の
消
費

者
行
政
活
性
化
事
業
と
し
て
、
消

費
生
活
に
係
る
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
、
契
約
な
ど
の
無
料
法
律
相
談

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
日
時

5
月
14
日（
金
）午
後
1

時
30
分
〜
4

時
30
分

●
相
談
時
間

1
人
30
分（
1

日

6
人
）

●
場
所

市
役
所
1

階
会
議
室
B

（
福
祉
課
横
）

●
担
当
弁
護
士

1
名（
山
梨
県

弁
護
士
会
所
属
）

●
相
談
内
容

架
空
請
求
、
訪
問

販
売
、
通
信
販
売
、
連
鎖
販
売

取
引
等
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
、

多
重
債
務
な
ど

※
限
ら
れ
た
時
間
で
す
の
で
、
相

談
さ
れ
る
際
は
、
相
談
事
項
を

よ
く
整
理
し
、
相
談
内
容
に
関

す
る
書
類
等
も
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

●
申
込
方
法

予
約
制
で
す
の
で

事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
予
約
は
先
着
順
と
な
り

ま
す
。

●
申
込
期
間

4
月
19
日（
月
）

〜
5
月
12
日（
水
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
活

環
境
課
生
活
環
境
担
当（
蕁
62
︱

3
1
1
4

）

●
配
布
期
間

4
月
12
日（
月
）

〜
16
日（
金
）午
前
9

時
〜
午
後

4
時
ま
で

●
配
布
場
所

相
模
ダ
ム
流
芥
置

場
●
問
い
合
わ
せ

神
奈
川
県
企
業

庁
相
模
ダ
ム
管
理
所（
蕁
0
4

2
│

6
8
4

│

3
5
2
1

）

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
開
催
の

お
知
ら
せ

上
野
原
市
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、

健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
テ
ニ

ス
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日

5
月
11
日
（
火
）
〜

6
月
29
日（
火
）毎
週
火
曜
日

（
全
8

回
）

●
時
間

午
前
10
時
〜
正
午（
雨

天
中
止
）

●
場
所

桂
川
テ
ニ
ス
場

●
募
集
人
数

30
名
（
先
着
順
）

●
対
象
者

初
心
者
か
ら
中
級
者

ま
で

●
参
加
費

2
0
0
0

円（
保
険

料
・
ボ
ー
ル
代
）を
1

回
目
の

ス
ク
ー
ル
で
集
金
し
ま
す
。

●
持
ち
物

ラ
ケ
ッ
ト
・
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ（
ラ
ケ
ッ
ト
の
な
い

方
は
貸
し
ラ
ケ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育

学
習
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
︱

3
4
0
9

）
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農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
賃
借
、
農
地
を

農
地
以
外
に
転
用
す
る
場
合
は
、

農
地
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

■
4
月
の
申
請
書
提
出
期
限

4
月
12
日（
月
）ま
で

※
早
め
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

な
お
、
詳
細
は
農
業
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
蕁
62
︱

3
1

1
9

）

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
保
護

者
の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。



興
を
図
る
事
業

⑤
国
際
化
の
推
進
を
図
る
事
業

⑥
地
域
の
安
全
を
図
る
事
業

⑦
そ
の
他
地
域
の
活
性
化
に
資
す

る
も
の
と
知
事
が
認
め
る
事
業

《
募
集
コ
ー
ス
》

Ａ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
コ
ー
ス

先
進
性
、
継
続
性
、
事
業
効
果

の
広
域
性
な
ど
が
あ
る
新
規
の

事
業

Ｂ
協
働
促
進
事
業
コ
ー
ス

行
政
課
題
・
社
会
的
課
題（
県

か
ら
の
テ
ー
マ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら

の
自
由
テ
ー
マ
）に
対
し
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
県
が
適
切
な
役
割
の

も
と
、
共
通
の
目
的
を
も
っ
て

協
働
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
相

乗
効
果
を
あ
げ
る
事
業

Ｃ
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
事

業
コ
ー
ス

地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
活
動
を
通

じ
て
、
犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
事
業
等
に

対
す
る
支
援

●
応
募
資
格

次
の
要
件
全
て
に

該
当
す
る
団
体
と
し
ま
す
。

①
山
梨
県
内
に
事
務
所
を
有
し
、

か
つ
県
内
で
自
主
的
に
活
動
し

て
い
る
営
利
を
目
的
と
し
な
い

民
間
の
団
体（
法
人
格
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
。）

②
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る

こ
と

③
成
人
が
代
表
者
に
な
っ
て
い
る

市
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手

権
大
会
参
加
者
募
集

市
ゴ
ル
フ
連
盟
で
は
、
次
の
要

領
で
、
第
16
回
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル

フ
選
手
権
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時

5
月
27
日（
木
）

●
場
所

上
野
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ

●
参
加
費

3
5
0
0

円

●
プ
レ
イ
代

キ
ャ
デ
ィ
付
1

万

3
5
0
0

円（
食
事
・
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
付
・
消
費
税
込
み
）、

そ
の
他
自
己
負
担
。

●
定
員

160
名（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
申
込
資
格

市
内
に
住
所
の
あ

る
方

●
申
込
方
法

参
加
申
込
書（
一

人
で
も
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
参
加
費
を
添
え
て
、

左
記
の
各
地
区
役
員
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
各
地
区
役
員
宅

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
地
区
役
員（
敬
称
略
）

・
大
目
地
区

水
野
忠
義

・
甲
東
地
区

志
村
義
夫

・
巌
地
区

木
村
信
男
、
小
林
輝

男
、
土
屋
勝
躬

・
大
鶴
地
区

市
川
正
末

・
島
田
地
区

岡
本
新
一

・
上
野
原
地
区

野
路
正
文
、
原

島
清
志
、
福
田
建
、
富
田
裕
久
、

こ
と

④
組
織
の
運
営
に
関
す
る
規
則

（
会
則
等
）が
あ
る
こ
と（
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
事
業

は
除
く
。）

⑤
宗
教
活
動
や
政
治
活
動
を
主
た

る
目
的
と
し
た
団
体
で
は
な
い

こ
と
。
ま
た
、
特
定
の
公
職
者

（
候
補
者
を
含
む
）ま
た
は
政
党

を
推
薦
支
持
反
対
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
団
体
で
は
な
い
こ

と
●
そ
の
他

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
コ

ー
ス
と
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
事
業
コ
ー
ス
に
つ
い
て

は
、
平
成
18
年
度
以
降
に
当
補

鷹
取
偉
一

・
棡
原
地
区

長
田
章

・
西
原
地
区

奈
良
長
光

・
秋
山
地
区

佐
藤
春
樹
、
関
戸

正
文
、
小
笠
原
嘉
秀

●
申
込
期
間

5
月
14
日（
金
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ

市
ア
マ
チ
ュ
ア

ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
事
務
局

奈
良
寿
弘（
自
宅
・
夜
間
の
み

蕁
68
︱

2
2
0
3

）

平
成
22
年
度
山
梨
県
地
域
活

性
化
促
進
事
業
費
補
助
金

山
梨
県
で
は
、
民
間
団
体
と
県

と
の
協
働
を
推
進
す
る
事
業
や
、

民
間
団
体
が
地
域
の
課
題
を
自
主

的
に
解
決
し
て
い
く
事
業
に
対
し

て
助
成
し
、
地
域
の
活
性
化
を
推

進
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

4
月
1

日（
木
）

〜
5

月
6

日（
木
）

●
補
助
対
象
事
業

次
の
分
野
に

該
当
す
る
事
業
で
、
補
助
対
象

事
業
費
が
30
万
円（
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
10
万

円
）以
上
の
事
業
。

①
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
事

業
②
保
健
、
医
療
ま
た
は
福
祉
の
増

進
を
図
る
事
業

③
環
境
の
保
全
を
図
る
事
業

④
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
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区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

児 童 家 庭 相 談 室

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

障 害 者 出 張 相 談

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

8日（要予約　　62ー3115）

市老人福祉センター
63-3444

福祉課子育て支援担当
62-1199

もみじホール相談室

午前  10：30 ～ 午後 3：00

毎週木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
9日
午前 10：00 ～ 　　正　午
25日
午前 9：00 ～ 　　正　午

午後 1：30 ～  4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月・火・水・金曜日

　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 

午前 8：30 ～ 午後 4：00 63-5700
0120-28-7830

毎週月曜日～金曜日
午前 8：30 ～ 午後 5：00

もみじホール
3階和室

織物工業協同組合
　63-3800

税務課カウンター
62-3113

19日

4月の相談日

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日～金曜日 福祉課子育て支援担当
62-3115午前 8：30 ～ 午後 5：00

・ 23日  もみじホール
3階会議室7

市役所会議室A
午前 10：00 ～ 　　正　午

市役所会議室B

（祝日除く）

（祝日除く）

15日（要予約　　62ー3115）

（祝日除く）

助
金
の
助
成
を
受
け
た
団
体
は

新
た
に
申
請
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
協
働
推
進
コ
ー
ス

に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
、
協
同
促
進

事
業
コ
ー
ス
は
、
山
梨
県
県
民

生
活
・
男
女
参
画
課
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
担
当（
蕁
0
5

5
︱

2
2
3

︱

1
3
5
1

）

・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
事

業
コ
ー
ス
は
、
山
梨
県
県
民
生

活
・
男
女
参
画
課
交
通
・
生
活

安
全
担
当（
蕁
0
5
5

︱

2
2
3

︱

1
5
4
7

）



母
子
家
庭
等
を
対
象
に

パ
ソ
コ
ン
講
座
・
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
講
座
を
開
催
し
ま
す

山
梨
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子
家

庭
の
お
母
さ
ん
や
寡
婦
の
方
を
対

象
に
、
次
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

《
パ
ソ
コ
ン
講
座
》

▼
日
程

5
月
15
日（
土
）、
16
日

（
日
）、
22
日（
土
）、
23
日（
日
）

▼
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
4

時

▼
場
所

山
梨
県
母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
3

階
会
議
室
（
甲
府
市
朝

日
4
│

5
│

21
）

▼
定
員

10
名

▼
受
講
料

無
料

▼
申
込
期
限

4
月
20
日（
火
）

《
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
講
座
》

▼
日
程

6
月
〜
10
月
の
原
則
と

し
て
毎
週
土
曜
日

▼
時
間

午
前
9

時
30
分
〜
午
後

4
時
15
分
　

▼
場
所

山
梨
県
母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
3

階
会
議
室
（
甲
府
市
朝

日
4
│

5
│

21
）

▼
内
容

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2

級

課
程

▼
定
員

30
名

▼
受
講
料

7
0
0
0

円

▼
申
込
期
限

5
月
6

日（
木
）
　

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
、（（
財
）
山
梨
県
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母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
）（
蕁

0
5
5

︱

2
5
2

︱

7
0
1
4

）

税
務
課
か
ら
お
知
ら
せ

《
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧
》

平
成
22
年
度
固
定
資
産
税
課
税

台
帳
の
縦
覧
期
間
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
縦
覧
期
間

4
月
1

日（
木
）〜

5
月
31
日（
月
）、
午
前
8

時
30

分
〜
午
後
5

時
30
分（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

●
場
所

税
務
課
窓
口

●
縦
覧
で
き
る
方

納
税
者
、
納

税
者
の
同
意
ま
た
は
委
任
を
受

け
た
方
、
納
税
管
理
人
、
納
税

者
と
の
同
居
の
親
族
の
方
に
限

り
ま
す
。

※
縦
覧
の
際
は
運
転
免
許
証
等
の

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

《
土
地
台
帳
の
記
載
事
項
を

変
更
し
て
い
ま
す
》

平
成
21
年
4

月
か
ら
土
地
台
帳

の
記
載
事
項
を
所
在
地
番
・
登
記

地
目
・
登
記
地
積
の
み
に
変
更
し

て
い
ま
す
。
土
地
台
帳
に
記
載
の

な
い
全
部
事
項
証
明
書（
登
記
簿
）

事
項
は
、
法
務
局
大
月
支
局
で
閲

覧
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担

当（
蕁
62
︱

3
1
1
3

）

4
月
6

日（
火
）か
ら
15
日（
木
）

ま
で
、「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
」
を
運
動
の
基
本
と

し
て
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

を
実
施
し
ま
す
。

運
動
期
間
中
の
4

月
10
日
（
土
）

は
国
民
運
動
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

を
目
指
す
日
」
を
連
動
し
て
実
施

し
ま
す
。

新
し
い
生
活
が
始
ま
る
こ
の
時

期
は
、
初
め
て
学
校
へ
通
う
新
入

学
児
童
が
事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が

多
く
な
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、
子

ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
た
り
一
時
停

止
を
す
る
な
ど
し
て
、
安
全
に
通

行
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
く
だ
さ

い
。

《
運
動
の
重
点
》

①
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

・
車
に
乗
っ
た
ら
全
て
の
座
席
で

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し

ょ
う
。

・
後
部
座
席
で
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
し
て
い
な
い
と
、
前
の
席
に

突
っ
込
ん
だ
り
し
て
事
故
の
被

害
を
拡
大
さ
せ
、
大
変
危
険
で

す
。

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
体
格
に

あ
っ
た
も
の
を
正
し
く
使
用
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
自
転
車
は
車
道
の
左
側
を
通
行

す
る
の
が
原
則
で
す
。

・
歩
道
を
通
行
す
る
と
き
は
、
歩

行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐

行
し
ま
し
ょ
う
。

・
並
進
、
二
人
乗
り
、
携
帯
電

話
・
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
使
用
、
傘
差

し
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
交
差
点
で
は
一
時
停
止
を
し
て

安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
飲
酒
は
運
転
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、
大
事
故
に
つ
な
が
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

・
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。
少
し

で
も
飲
ん
だ
ら
、
運
転
は
厳
禁

で
す
。

・「
運
転
す
る
な
ら
お
酒
を
飲
ま

な
い
」、「
運
転
す
る
人
に
は
お

酒
を
飲
ま
せ
な
い
」、「
お
酒
を

飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
」
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

④
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

・
二
輪
車
の
事
故
は
交
差
点
、
カ

ー
ブ
で
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。

・
交
差
点
付
近
で
は
十
分
に
ス
ピ

ー
ド
を
落
と
し
確
実
に
安
全
確

認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
カ
ー
ブ
で
の
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

過
ぎ
は
転
倒
、
衝
突
を
ま
ね
き

ま
す
。
安
全
速
度
を
守
り
ま
し

ょ
う

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
県
民
生

活
・
男
女
参
画
課（
蕁
0
5
5

│

2
2
3

│

1
3
5
3
）、
生
活
環

境
課
生
活
環
境
担
当（
蕁
62
│

3

1
1
4

）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

◆
県
の
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

運
転
は
　
人
に
社
会
に

思
い
や
り

◆
運
動
の
基
本

子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止

▲ドライバーは歩行者に配慮した運
転を心掛けましょう。



を
担
う
小
・
中
学
生
に
こ
の
運
動

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。上

野
原
地
区
で
は
、
地
区
内
の

小
・
中
学
校
に
作
品
の
募
集
を
行

い
、
今
回
は
、
小
学
校
の
部
51
点

（
甲
東
・
西
原
・
沢
松
）、
中
学
校

の
部
58
点（
島
田
・
丹
波
）、
合
計

109
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
上
野
原
地
区
推
進
委
員
会
の
選

考
に
よ
り
、
小
学
校
の
部
2

点
、

中
学
校
の
部
2

点
を
山
梨
県
推
進

委
員
会
に
推
薦
し
ま
し
た
。

山
梨
県
推
進
委
員
会
で
は
、
県

内
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
小
学
校

の
部
35
校
396
点
、
中
学
校
の
部
39

第
59
回
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
山
梨
県
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
入
賞
者
の
紹
介

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

（
主
唱
法
務
省
）で
す
。

毎
年
強
調
月
間
の
7

月
を
中
心

に
、
全
国
各
地
で
地
域
に
根
ざ
し

た
幅
広
い
啓
発
活
動
が
展
開
さ

れ
、
上
野
原
地
区（
上
野
原
市
・

丹
波
山
村
・
小
菅
村
）で
も
駅
で

の
宣
伝
活
動
や
、
ミ
ニ
対
話
集
会

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

山
梨
県
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
次
代
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議
長
に
服
部
光
雄
さ
ん

副
議
長
に
杉
本
征
男
さ
ん3

月
4

日
、
平
成
22
年
上
野

原
市
議
会
第
1

回
定
例
会
本
会
議

に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
執
行
さ

れ
、
服
部
光
雄
議
員
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
副
議
長
に
は
議
長

の
指
名
推
薦
に
よ
り
杉
本
征
男
議

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

服部光雄さん杉本征男さん

校
1
4
5
0

点
、
合
計
1
8
4
6

点
の
作
品
を
審
査
し
、
18
作
品
が

今
回
入
賞
し
ま
し
た
。

上
野
原
地
区
か
ら
は
次
の
2

点

が
入
賞
し
ま
し
た
の
で
、
入
賞
者

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
優
秀
賞

《
山
梨
県
更
生
保
護

雇
用
主
連
盟
会
長
賞
》

・「
非
行
や
犯
罪
に

つ
い
て
思
っ
た
事
」

上
條
　
渉
さ
ん（
沢
松
小
学
校

6
年
）

・「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

芦
澤
由
依
さ
ん（
丹
波
中
学
校

2
年
）

1
月
6
日
甲
府
市
古
名
屋
ホ
テ

ル
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
入
賞
し

た
2
名
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
応
募
さ
れ
た
児
童
・
生
徒

の
み
な
さ
ん
や
ご
指
導
を
い
た
だ

い
た
学
校
の
先
生
方
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参

加
に
よ
り
、
さ
ら
に
思
い
や
る
心

や
考
え
る
力
を
育
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
第
59
回「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」上
野
原
地
区
推
進
委
員

会
●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
5

）

文
化
協
会
に

入
会
し
ま
せ
ん
か

市
文
化
協
会
は
、
市
民
の
文
化

活
動
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
29
団
体
が
活
動
し
て
い

ま
す
の
で
、
入
会
を
希
望
さ
れ
る

方
は
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
新
規
団
体
の
加
入
も

歓
迎
し
ま
す
。

《
活
動
中
の
団
体
》（
順
不
同
）

○
華
道
部

上
野
原
華
道
部

○
芸
能
部

石
井
流
美
菜
穂
会
、

石
井
流
美
寿
々
会
、
石
井
流
美

友
会
、
東
山
流
・
藤
間
流
桂
流

会
、
芳
柳
流
千
代
の
会
、
甲
斐

の
国
上
野
原
清
流
太
鼓
、
お
囃

子
愛
好
会
、
演
歌
愛
好
若
々
会
、

東
山
流
夢
友
恵
会

○
第
２
芸
能
部

優
巳
会（
舞
踊
）

○
コ
ー
ラ
ス
部

上
野
原
コ
ー
ラ

ス
り
ん
ど
う

○
茶
道
部

裏
千
家
同
好
会
、
表

千
家
同
好
会

○
将
棋
部

日
本
将
棋
連
盟
上
野

原
支
部

○
囲
碁
部

日
本
棋
院
上
野
原
支

部
○
書
道
部

上
野
原
書
道
会

○
吹
奏
楽
部

上
野
原
吹
奏
楽
団

○
箏
曲
部

山
口
社
中

○
美
術
部

絵
画
上
彩
会
、
コ
ラ

ッ
ト
の
会
、
上
野
原
写
真
ク
ラ

ブ
、
水
墨
画
研
究
会
、
水
墨
画

墨
心
会
、
草
木
染
め（
彩
の
会
）

サ
ー
ク
ル
、
ニ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

○
文
芸
部

上
野
原
俳
画
会
、
甲

斐
路
吟
社
、
上
野
原
短
歌
会

●
申
込
期
限

4
月
24
日（
土
）

※
こ
れ
以
後
で
も
随
時
受
け
付
け

ま
す
。

●
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙

に
記
入
し
、
教
育
学
習
課
社
会

教
育
担
当
内
の
市
文
化
協
会
事

務
局
に
提
出（
秋
山
支
所
、
各

出
張
所
に
提
出
も
可
能
）。

●
申
込
用
紙
配
付
先

教
育
委
員

会
教
育
学
習
課
窓
口
、
秋
山
支

所
お
よ
び
各
出
張
所

●
入
会
手
続

市
文
化
協
会
よ
り

入
会
希
望
の
個
人
・
団
体
に
ご

案
内
し
ま
す
。

●
年
会
費

1
人
1
0
0
0
円

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9

）

入
賞
を
喜
ぶ
上
條
渉
さ
ん（
右
）

と
芦
澤
由
依
さ
ん（
左
）

▲



■
短
期
課
程
の
訓
練
生

《
家
屋
営
繕
科
》

木
工
用
機
械
器
具
に
よ
っ
て
、

木
造
建
築
物
の
簡
単
な
営
繕
・
リ

フ
ォ
ー
ム
が
で
き
る
技
術
・
技
能

を
習
得
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

公
共
職
業
安
定
所

の
求
職
申
込
者

●
受
講
料

無
料
（
災
害
障
害
保

険
料
等
は
自
己
負
担
）

●
申
込
期
限

5
月
7

日
（
金
）

●
入
校
選
考
日

応
募
者
に
別
途

通
知
し
ま
す
。

●
申
込
方
法

県
立
都
留
高
等
技

術
専
門
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
在
職
者
訓
練
の
訓
練
生

《
人
の
扱
い
方
（TW

I
・JR

）》

人
と
人
と
の
関
係
を
円
滑
に
し

て
部
下
に
協
力
し
て
も
ら
う
技
能

を
習
得
し
ま
す
。

○
講
習
日

6
月
10
日（
木
）、
11

日
（
金
）、
14
日（
月
）、
15
日

（
火
）、
17
日（
木
）の
5

日
間

○
時
間

午
後
6

時
〜
8

時

○
定
員

10
名

○
受
講
料

1
0
0
0

円

○
対
象
者

課
長
、
係
長
、
主
任
、

リ
ー
ダ
ー
等
の
監
督
者
の
方

（
経
験
1

年
以
上
）

○
受
付
開
始
日

4
月
12
日（
月
）

《
ワ
ー
ド
基
礎
》

「
ワ
ー
ド
」
の
操
作
方
法
と
簡

単
な
文
書
作
成
を
習
得
し
ま
す
。
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小
規
模
企
業
者

小
口
資
金
利
子
補
給

市
で
は
、
小
規
模
企
業
者
の
経

営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
市
小
規

模
企
業
者
小
口
資
金
融
資
促
進
条

例
の
融
資
を
受
け
た
市
内
事
業
者

を
対
象
に
、
金
融
機
関
へ
支
払
っ

た
利
子
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

を
1

年
延
長
し
ま
し
た
。

●
対
象
者

従
業
員
20
人
以
下
の

会
社
お
よ
び
個
人（
サ
ー
ビ
ス

業
は
5

人
以
下
）

●
対
象
融
資
資
金

上
野
原
市
小

規
模
企
業
者
小
口
資
金
融
資
促

進
条
例
に
よ
り
受
け
た
融
資

（
運
転
資
金
1

企
業
当
り
750
万

円
ま
で
。
貸
付
期
間
5

年
以
内
）

●
利
子
補
給
額

年
1

％
以
内

●
利
子
補
給
期
間

融
資
実
行
の

日
か
ら
5

年
間

●
適
用
期
間

平
成
21
年
4

月
1

日
〜
平
成
23
年
3

月
31
日
の
間

に
資
金
融
資
を
受
け
た
事
業
者

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
商
工
観

光
担
当（
蕁
62
︱

3
1
1
9

）

訓
練
生
の
募
集

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
次
の
と
お
り
短
期
課
程
訓
練

お
よ
び
在
職
者
訓
練
の
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す
。

○
講
習
日

6
月
14
日（
月
）、
15

日（
火
）、
17
日（
木
）、
18
日

（
金
）、
21
日（
月
）、
22
日（
火
）

の
6
日
間

○
時
間

午
後
6

時
〜
9

時

○
定
員

20
名

○
受
講
料

2
1
0
0

円

○
対
象
者

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
が
で
き
る
方

○
受
付
開
始
日

4
月
14
日（
水
）

《
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
実
際
》

基
礎
編
に
続
き
、
リ
レ
ー
シ
ー

ケ
ン
ス（
有
接
点
）の
実
習
教
材
を

使
用
し
た
実
技
編
で
す
。

○
講
習
日

6
月
18
日（
金
）、
21

日（
月
）、
22
日（
火
）、
24
日

（
木
）、
25
日（
金
）、
29
日（
火
）、

7
月
1

日（
木
）、
2

日（
金
）の

8
日
間

○
時
間

午
後
6

時
〜
9

時

○
定
員

10
名

○
受
講
料

2
1
0
0

円

○
対
象
者

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の

基
礎
を
受
講
し
た
方

○
受
付
開
始
日

4
月
19
日（
月
）

●
申
込
方
法

規
定
の
用
紙
に
記

入
し
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
フ

ァ
ッ
ク
ス
可
、
電
話
の
み
で
の

申
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

定
員
に
な
り
次
第
、
以
降
は
キ

ャ
ン
セ
ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立

都
留
高
等
技
術
専
門
校（
蕁
43
︱

8
9
1
1

・
蕭
43
︱

8
9
1
2

）

予
備
自
衛
官
補

その他
入 隊 後 1年 で 3等 陸 ・
海・空尉（大学院修士
学位取得者は2等陸・
海・空尉）

免許取得後歯科は2等
陸・海・空尉、薬剤科
は 入 隊 後 約 1年 で 3等
陸・海・空尉

入隊後2年9か月経過以
降選考により3等陸・
海・空曹
3年間で50日間訓練参加
後予備自衛官として任用
2年間で10日間訓練参加
後予備自衛官として任
用

資　　格
☆20歳以上26歳未満の者（22歳未

満の者は大卒者（見込み含む））
※大学院修士学位取得者（見込み

含む）は28歳未満
☆専門の大学卒（見込み）で20歳以

上30歳未満（薬剤は26歳未満の
者）

※薬学修士学位取得者（見込み含
む）は28歳未満

18歳以上27歳未満の者
※高等学校在学者は除く

18歳以上34歳未満の者

18歳以上で、保有する技能により
53歳〜55歳未満の者

一
般
・
技
術

歯
科
・
薬
剤
科

一
般

技
能

幹
部
候
補
生

願書受付期間

4月1日（木）〜
5月10日（月）

4月1日（木）〜
5月10日（月）

第1回
4月9日（金）まで
第2回
7月20日（火）〜

10月9日（土）

第1次試験

5月15日（土）
※パイロット要員希

望者は5月16日（日）
も試験実施

5月22日（土）

第1回　4月18日（日）
第2回　10月中旬
※第1回試験で採用予定

者 を 採 用 し た 場 合 、
第2回は実施しない

募集種目

平成22年度幹部候補生・一般曹候補生・予備自衛官補募集案内

●問い合わせ 自衛隊山梨地方協力本部　大月地域事務所（蕁22−1298）

一般曹
候補生

（第1回）



市
立
病
院
か
ら
お
知
ら
せ

《
人
間
ド
ッ
ク
を
再
開
し
ま
す
》

上
野
原
市
立
病
院
で
は
、
平
成

18
年
4

月
か
ら
人
間
ド
ッ
ク
を
休

止
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
22
年

6
月
か
ら
人
間
ド
ッ
ク
を
再
開
し

ま
す
。

●
予
約
開
始
日

4
月
12
日
（
月
）

●
受
付
時
間

午
後
1

時
〜
5

時

●
検
査
実
施
時
期

6
月
以
降
、

毎
週
木
曜
日

●
定
員

10
名

●
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す

る
35
歳
以
上
の
上
野
原
市
国
民

健
康
保
険
加
入
者
お
よ
び
75
歳

以
上
の
上
野
原
市
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
被
保
険
者

●
受
診
項
目

《
基
本
検
査
》
市
で
定
め
た
要
綱

に
基
づ
く
項
目

17 広報うえのはら　平成22年4月号　　　　　

上 野 原 市 役 所 （ 電 話 ： 6 2 - 3 1 1 1 ）

・
導
入
前
に
十
分
な
訓
練
を
行
い

ま
し
た
が
、
今
後
数
か
月
間
は

不
慣
れ
に
よ
る
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
状
況
に
よ
っ

て
は
こ
れ
ま
で
よ
り
院
内
で
の

待
ち
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
立
病
院
（
蕁

62
︱

5
1
2
1

）

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま

な
し
」
入
学
者
募
集

県
生
涯
学
習
文
化
課
で
は
、

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」

の
入
学
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

は
、
県
内
全
域
を
一
つ
の
学
び
の

場
と
し
、
生
涯
学
習
に
関
す
る
情

報
や
講
座
を
提
供
し
、
誰
も
が
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
必
要
な

学
習
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

●
対
象
者

ど
な
た
で
も
入
学
で

き
ま
す
。（
年
齢
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

●
募
集
期
間

い
つ
で
も
入
学
で

き
ま
す
。

※
入
学
手
続
き
等
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
生
涯
学

習
文
化
課（
蕁
0
5
5
︱

2
2
3

︱

1
3
1
9

）

《
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
》
大
腸
内
視

鏡
、
骨
塩
定
量
、
P
S
A
（
前

立
腺
特
異
的
抗
原
）
検
査

●
料
金

自
己
負
担
金
　
1

万
4

2
0
0

円
（
基
本
検
査
・
昼
食

代
含
む
）

※
オ
プ
シ
ョ
ン
料
金
に
つ
い
て
は

予
約
時
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
申
込
み

上
野
原
市
立
病
院
医

事
課（
蕁
62
︱

5
1
2
1

）

《
市
立
病
院
で
は
電
子

カ
ル
テ
を
導
入
し
ま
し
た
》

電
子
カ
ル
テ
と
は
、
診
療
録
や

エ
ッ
ク
ス
線
写
真
、
内
視
鏡
写
真

な
ど
の
画
像
デ
ー
タ
、
血
液
検
査

の
結
果
な
ど
の
診
療
内
容
を
従
来

の
紙
カ
ル
テ
に
代
わ
り
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
保
存
し
て
い
く
仕
組

み
で
、
厚
生
労
働
省
や
総
務
省
の

指
針
に
よ
り
、
病
院
が
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
電
子
カ
ル
テ
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

電
子
カ
ル
テ
導
入
に
よ
り
病
院

内
の
各
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
、
患

者
さ
ん
の
診
療
に
関
す
る
情
報
を

一
元
管
理
し
、
院
内
の
各
部
門
で

こ
れ
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
院
内

で
の
情
報
共
有
・
伝
達
が
迅
速
に

な
り
、
診
療
や
検
査
後
の
情
報
提

供
な
ど
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
や
院

内
で
の
患
者
さ
ん
の
待
ち
時
間
短

縮
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
新
病
院
の

建
設
後
は
新
病
院
に
移
設
し
て
、

拡
張
す
る
こ
と
を
前
提
に
シ
ス
テ

ム
構
築
を
行
い
ま
し
た
。
設
備
投

資
を
で
き
る
だ
け
長
く
有
効
に
活

用
し
、
新
病
院
移
行
時
の
初
期
費

用
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
十
分
配
慮

し
て
い
ま
す
。

■
電
子
カ
ル
テ
導
入
に
伴
う
患
者

さ
ん
へ
の
お
願
い

①
予
約
患
者
の
受
付
方
法
が
大
き

く
変
わ
り
ま
す

・
こ
れ
ま
で
は
予
約
日
時
に
直
接

診
療
科
の
窓
口
に
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
予
約

の
な
い
方
と
同
様
、
正
面
受
付

で
受
付
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
各

診
療
科
窓
口
に
お
越
し
い
た
だ

く
方
式
に
変
更
し
ま
し
た
。

②
導
入
後
数
か
月
間
は
不
慣
れ
に

よ
る
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

広
　
　
告

広告募集中

募集する広告は、公序良俗に反しないものなど、一
定の制限を設けています。広告の募集は、上野原市
有料広告掲載要綱に基づいて実施します。
●掲載料 月額10,000円
●掲載期間 3か月　
●応募・問い合わせ

企画課政策推進担当（蕁62−3118）

新天神トンネル
安全祈願式典

2月18日、鶴島地区で、主要地方道
四日市場・上野原線の新天神トンネ
ル（仮称）建設工事の安全祈願式典が
行われました。

新天神トンネル（仮称）は、上野原
地区と秋山地区を結ぶ道路交通ネッ
トワーク機能強化を目的に、平成23
年秋ごろの供用開始を目指し工事が
進められています。

2010年5月15日  もみじホール

アイバンクチャリティーコンサート



巌
地
区

古
屋
凛
和

り

の

（
圭
一
）、
伊
山
悠
月

ゆ
づ
き

（
健
志
）、
角
田
優
太

ゆ
う
た（

洋
平
）

大
鶴
地
区

臼
井
希の

ぞ
む（

悠
）

上
野
原
地
区

長
田
花
音

か
の
ん（

渉
）

西
原
地
区

闍
橋
な
ご
み（
瑞
英
）

上
野
原
地
区

歌
田
尚
之
＝
闍
部
恵

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
︱

2
︱

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w

w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

不
正
大
麻
・
け
し
の
撲
滅

5
月
1

日
か
ら
6

月
30
日
ま
で

の
2

か
月
間
、
不
正
大
麻
・
け
し

撲
滅
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

●
ア
サ
は
、
そ
の
茎
か
ら
丈
夫
な

繊
維
が
と
れ
る
の
で
、
昔
か
ら

栽
培
・
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
花
や
葉

（
大
麻
）は
幻
覚
な
ど
を
引
き
起

こ
す
成
分
を
含
ん
で
お
り
、
無

許
可
で
の
栽
培
や
所
持
等
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
け
し
の
仲
間（
ケ
シ
属
植
物
）

は
、
色
あ
ざ
や
か
で
美
し
い
大

き
な
花
を
咲
か
せ
る
も
の
が
多

く
、
観
賞
用
と
し
て
人
気
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
け
し
の
仲

間
に
は
、
麻
薬
成
分
を
含
ん
で

お
り
、
法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

山
梨
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

考
に
し
て
い
た
だ
き
、
不
正
栽
培

や
自
生
し
て
い
る
大
麻
・
け
し
を

発
見
し
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
、

保
健
所
ま
た
は
警
察
署
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

衛
生
課（
蕁
0

5
5
5
│

24
│

9
0
3
3

）

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（
　
）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
2
月
中
届
出
分
＝
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問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

看
護
師
等
再
就
業
相
談

結
婚
、
育
児
、
介
護
な
ど
に
よ

っ
て
職
場
を
離
れ
た
看
護
師
等
の

み
な
さ
ん
、
あ
な
た
の
再
就
業
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

看
護
師
等
の
仕
事
は
、
医
療
の

進
歩
や
介
護
需
要
の
増
大
な
ど
に

よ
り
、
就
職
が
厳
し
い
昨
今
で
あ

っ
て
も
、
高
い
求
人
数
で
す
。

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
の
免
許
所
有
者
の
み
な

さ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
て
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
再
就
業
の
た
め
の
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す

離
職
し
て
か
ら
期
間
が
経
過
し

て
い
て
不
安
な
方
に
は
、
病
院
に

お
け
る
最
新
の
看
護
業
務
の
習
得

と
職
場
復
帰
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
の
実
務
研
修
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
機
会
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
求
人
情
報
も
提

供
し
て
い
ま
す
の
で
、
自
分
に
合

っ
た
職
場
条
件
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

健
康
支
援
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
4
）

伝
　
　
言
　
　
板

西原地区 細川 陽輝
は る き

くん（3歳9か月）

大翔
ひ ろ と

くん（0歳7か月）
和洋さん恵さんの長男・二男

“パパとママの宝物。兄弟仲良く育ってね。”

上野原地区 阿部 桃子
も も こ

ちゃん（1歳10か月）

浩司さん久美子さんの長女

“優しく元気な子に育ってね。”

上 野 原 市 役 所 （ 電 話 ： 6 2 - 3 1 1 1 ）

婚

姻



大
目
地
区

清
水
從
雄（
の
ぶ
子
）、
梶
原
清
治

（
知
子
）、
小
俣
す
ゞ
子（
重
雄
）、

中
村
好
光（
雄
一
）

島
田
地
区

佐
藤
幸
子（
久
雄
）、
長
田
俊
郎

（
俊
一
）

上
野
原
地
区

小
俣
仁（
早
苗
）、
守
屋
武（
喜
子
）、

中
村
三
子（
和
男
）、
山
本
閏（
秀
司
）、

上
原
ま
つ
子
（
好
一
）、
舩
木
一
甫

（
冨
岡
知
彦
）、
和
智
た
が
や（
榮
治
）、

溝
呂
木
ヒ
サ
子（
要
）

棡
原
地
区

鷹
取
ま
つ
江
（
守
）、
名
島
勝
子

（
さ
だ
子
）、
黒
田
耕
三（
正
埃
）、

鷹
取
房
子（
昌
作
）

秋
山
地
区

山
崎
利
子（
裕
巳
）、
原
田
栄
一

（
輝
男
）、
小
俣
よ
志
ゑ（
愛
明
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

『
う
ろ
こ
雲
』

萩
生
田
浩
／
作
　
ほ
か

◎
日
時
　
4
月
18
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

『
綾
小
路
き
み
ま
ろ
ラ
イ
ブ
2
』

エ
キ
サ
イ
ト
ラ
イ
ブ
ビ
デ
オ

◎
日
時
　
4
月
25
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
2
時
50
分

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

◆
『
妖
精
の
家
具
、

お
つ
く
り
し
ま
す
。』

あ
ん
び
る
や
す
こ
／
作
・
絵

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

絵

本

○
『
雪
の
結
晶
ノ
ー
ト
』

マ
ー
ク
・
カ
ッ
シ
ー
ノ
　
ジ
ョ

ン
・
ネ
ル
ソ
ン
／
作
　
千
葉
茂

樹
／
訳
　
あ
す
な
ろ
書
房

○
『
じ
ゅ
う
り
ょ
く
っ
て
な
ぞ
だ
』

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ミ
ラ
ー
／
絵

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
Ｍ
・
ブ
ラ
ン

リ
ー
／
作
　
福
音
館
書
店

○
『
う
っ
か
り
も
の
の

ま
ほ
う
つ
か
い
』

オ
リ
ガ
・
ヤ
ク
ト
ー
ヴ
ィ
チ
／

絵
　
エ
ヴ
ゲ
ー
ニ
イ
・
シ
ュ
ワ

ル
ツ
／
作
　
福
音
館
書
店

○
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
のえ

ほ
う
ま
き
』

野
村
た
か
あ
き
／
絵
　
佼
成
出

版
社

『
あ
つ
が
り
カ
バ
』

◎
日
時
　
4
月
10
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
20
分

午
後
2
時
〜
2
時
20
分

『
や
さ
い
ば
た
け
は

は
な
ば
た
け
』
ほ
か

◎
日
時
　
4
月
17
日
（
土
）
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上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

44
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

4 5 6 7 8 9

25

10
11 12 13 14 15 16 17

2018 19 21 22 23 24

32

29 30

1

26 27 28

一

般

書

◇
『
城
は
踊
る
』

岩
井
三
四
二
／
著
角
川
学
芸

出
版急

な
陣
触
れ
と
、
無
理
難
題

の
主
命
、
そ
し
て
敵
方
に
は
貴

族
出
の
女
城
主
。
今
度
の
い
く

さ
は
ど
こ
か
お
か
し
い
…
。

◇
『
花
世
の
立
春
』

平
岩
弓
枝
／
著
　
文
藝
春
秋

花
嫁
修
業
に
は
目
も
く
れ
な

か
っ
た
花
世
が
源
太
郎
と
祝
言

を
あ
げ
る
こ
と
に
。

◇
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ロ
ー
ズ
』

新
堂
冬
樹
／
著
　
幻
冬
舎

父
親
を
自
殺
に
追
い
込
ん
だ

ド
ラ
マ
界
の
帝
王
・
仁
科
を
蹴

落
と
す
た
め
、
テ
レ
ビ
制
作
会

社
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
唯

は
、
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
の

ド
ラ
マ
化
を
画
策
す
る
。

◇
『
夢
ほ
り
び
と
』

池
永
陽
／
著
　
文
藝
春
秋

死

亡

佐
伯
は
中
堅
ど
こ
ろ
の
印
刷

所
に
勤
め
て
い
た
が
、
会
社
か

ら
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
こ
と
を
家

族
に
言
い
出
せ
ず
、
あ
る
日
家

出
を
し
て
し
ま
う
。

◇
『
マ
ー
シ
イ
』

ト
ニ
・
モ
リ
ス
ン
／
著
　
大
社

淑
子
／
訳
　
早
川
書
房

奴
隷
の
娘
フ
ロ
レ
ン
ス
は
、

主
人
の
借
金
の
形
と
し
て
北
部

の
農
場
主
に
譲
り
渡
さ
れ
た
。

彼
女
は
や
が
て
、
自
由
な
黒
人

の
鍛
冶
屋
と
激
し
い
恋
に
落
ち

る
が
…
。

◇
『
俳
句
、
は
じ
め
ま
し
た
』

岸
本
葉
子
／
著
　
角
川
学
芸
出

版
俳
句
は
私
に
と
っ
て
、
初
心

の
わ
く
わ
く
感
を
、
存
分
に
味

わ
わ
せ
て
く
れ
る
世
界
だ
っ
た

…
。

児

童

書

◆
『
秒
読
み
』

筒
井
康
隆
／
作
　
福
音
館
書
店

◆
『
卒
業
の
歌
』

本
田
有
明
／
作
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究

所
◆
『
つ
づ
き
の
図
書
館
』

柏
葉
幸
子
／
作
　
山
本
容
子
／

絵
　
講
談
社

◆
『
セ
ラ
ピ
ー
犬
か
ら
の

お
く
り
も
の
』

ロ
ー
リ
ー
・
ハ
ル
ツ
・
ア
ン
ダ

ー
ソ
ン
／
作
　
中
井
は
る
の
／

訳
　
金
の
星
社

☆
お
は
な
し
会
☆

上 野 原 市 役 所 （ 電 話 ： 6 2 - 3 1 1 1 ）

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

　
　
　
　
　
朗
読
館
☆

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

☆
映
画
鑑
賞
会
☆
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2月23日、市議会議事堂で上野原市長さんと語る
会が行われました。市内にある14校の小・中学校代
表者が、各学校で取り組んでいる活動内容の報告や、
通学路・校舎の耐震化・統廃合といった教育環境の整
備などについて江口市長に質問しました。

はばたけ未来へ

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

3月10日、市内4校の中学校で卒業証書授与式が行われました。
前日に降り積もった雪の影響で卒業式の開式を遅らせる学校もありま

したが、式典が終わるころには旅立つ生徒の前途を祝福するかのように、
雲の隙間から鮮やかな青空がのぞいていました。雪景色の中で迎えた卒業
式は、生徒にとって思い出深い一日となったことでしょう。

新たな未来へと旅立つ生徒たち。今までお世話になった保護者や先生
たちへの感謝の気持ちと思い出を胸に、はばたけ未来へ。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当   電話62-3118

人口●27,043人 （−31）
男  ●13,519人 （−12）
女  ●13,524人 （−19）

世帯●9,995世帯 （−  8）
平成22年3月1日現在

（　）内は前月比

人口と世帯

●上野原市長さんと語る会
2月15日、上野原地区の佐野勝海さんが、手作り

のテーブルとイスを大鶴楽生園に寄贈しました。
佐野さんは大鶴楽生園に入園されている方に、「木

の香りや温もりを少しでも感じてもらいたい」と、心
を込めてテーブルとイスを製作しました。

●大鶴楽生園にテーブル等を寄贈

市教育委員会は、2月27日、もみじホールで家庭
教育講演会を開催しました。講師として小林是綱さん
をお招きし、「子育ては親育てから」をテーマに、子
どもたちが健やかに成長するための親の役割や家庭環
境についてなど­­­、充実した講演となりました。

●家庭教育講演会
巌地区で活動しているボランティアグループの「た

けのこの会」では、3月3日、牧野つどいの家で巌地
区の80歳以上のお年寄りを招待し食事会を行いまし
た。当日は、食事の他にフラダンス、カラオケなどの
催し物もあり、楽しいひとときを過ごしました。

●しおつたけのこの会食事会
編

集
・
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